
 

 

 

NEWS RELEASE 

２０２４年４月８日（月） 

 

函館どつく株式会社（以下、当社）の服部社長と齋藤函館造船所長は、3月 14 日に当社内

にて日刊産業新聞様による取材を受け、4月 8日付同紙面に掲載されました。 

 

インタビューでは当社を取り巻く業界の現状や展望について語り、当社の持つ強みや将来

像についてアピールするとともに国内海事クラスターの連携強化の必要性を訴えました。 

 

これからも、当社が掲げる会社基本方針のもと ESG（環境・社会・ガバナンス）の取組を

推進し、地域社会との連携を強化してまいります。 

 

 

日刊産業新聞に社長インタビューが掲載されました 

取材時の様子（当社内にて） インタビューに応える服部社長 

（次ページに掲載記事を引用します） 



服
部
誠
社
長
に
展
望
を
聞
く

リサイクル資材活用藻場

北
日
本
屈
指
の
造
船
メ
ー
カ
ー
、
函
館
ど
つ
く

（
北
海
道
函
館
市
）。新
造
船
事
業
、
艦
船
修
繕
事

業
、鉄
構
機
械
事
業
の
3
部
門
を
柱
に
、函
館
造
船

所
と
室
蘭
製
作
所（
室
蘭
市
）の
2
拠
点
を
持
つ
。

2
0
2
2
年
度
の
決
算
は
7
期
ぶ
り
に
黒
字
転
換

を
果
た
し
、
23
年
度
は
大
幅
な
増
収
増
益
を
予

想
。足
元
の
受
注
状
況
も
好
調
を
持
続
し
て
い
る
。

造
船
業
を
取
り
巻
く
環
境
や
24
年
度
に
向
け
た
見

通
し
を
服
部
誠
社
長
に
聞
い
た
。

―
―
23
年
度
を
終
え
て
。

「
売
り
上
げ
見
込
み
は

2
5
0
億
円
、
経
常
利
益

が
15
億
円
。
当
社
の
売
り

上
げ
は
前
年
ベ
ー
ス
で
新

造
船
部
門
が
約
64
％
、
修

繕
船
部
門
が
33
％
、
鉄
構

機
械
部
門
が
3
％
と
な
っ

て
お
り
、
23
年
度
も
比
率

は
大
き
く
変
わ
ら
な
い
と

思
う
が
、
新
造
船
部
門
が

も
う
少
し
伸
び
る
の
で
は

な
い
か
と
み
て
い
る
」

―
―
22
年
度
に
黒
字
転

換
を
達
成
し
た
主
な
要
因

は
。「

大
き
く
2
点
。
一
つ

は
数
年
前
か
ら
取
り
組
む

原
価
削
減
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
効
果
が
現
れ
た
こ
と
。

二
つ
目
は
為
替
レ
ー
ト
が

円
安
の
状
態
に
あ
る
こ
と

だ
」―

―
原
価
削
減
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
は
。

「
親
会
社
で
あ
る
名
村

造
船
所
を
含
め
た
グ
ル
ー

プ
全
体
で
取
り
組
む
コ
ス

ト
削
減
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

ご
存
じ
の
よ
う
に
鋼
材
を

筆
頭
に
全
て
の
も
の
が
大

き
く
値
上
が
り
し
て
お

り
、
利
益
を
圧
迫
す
る
状

況
に
あ
っ
た
。
部
品
や
消

耗
品
な
ど
の
購
入
量
か

ら
、
鋼
材
の
歩
留
ま
り
改

善
、
省
エ
ネ
対
策
な
ど
を

横
断
的
に
行
っ
た
」

―
―
鋼
材
の
歩
留
ま
り

向
上
が
大
き
く
寄
与
し
た
。

「
ス
ク
ラ
ッ
プ
に
し
て

い
た
も
の
を
で
き
る
だ
け

減
ら
す
よ
う
に
、
ネ
ス
テ

ィ
ン
グ
の
効
率
を
高
め

た
。
時
に
は
継
手
を
入
れ

て
で
も
板
の
中
に
収
ま
る

よ
う
に
工
夫
を
し
た
。
工

数
が
増
え
た
こ
と
で
現
場

に
は
負
担
を
か
け
た
が
、

こ
れ
に
よ
り
内
部
の
士
気

が
高
ま
っ
た
と
感
じ
て
い

る
」―

―
造
船
業
を
取
り
巻

く
環
境
に
つ
い
て
。

「
こ
こ
2
年
ほ
ど
前
ま

で
は
需
要
が
良
く
な
い
状

態
に
あ
っ
た
が
、
徐
々
に

受
注
量
が
回
復
し
て
き
て

い
る
。合
わ
せ
て
船
価
が

回
復
し
、
さ
ら
に
円
安
の

状
況
が
重
な
っ
て
追
い
風

が
吹
い
て
い
る
。船
価
が

上
が
る
一
方
、
原
料
で
あ

る
鋼
材
の
上
が
り
率
が
高

く
船
舶
業
界
は
苦
し
い
。

国
内
海
事
ク
ラ
ス
タ
ー
の

連
携
強
化
が
望
ま
れ
る
」

―
―
重
ね
て
環
境
へ
の

対
応
も
求
め
ら
れ
る
。

「
業
界
全
体
の
課
題
と

し
て
温
室
効
果
ガ
ス
（
Ｇ

Ｈ
Ｇ
）
排
出
量
削
減
対
策

が
あ
る
。
50
年
に
Ｇ
Ｈ
Ｇ

排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を
目
標

と
し
て
掲
げ
、
環
境
対
応

船
や
各
環
境
対
策
の
研
究

開
発
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
名
村
造
船
グ
ル
ー
プ

と
し
て
研
究
、
開
発
に
参

画
し
な
が
ら
、
わ
れ
わ
れ

函
館
ど
つ
く
と
し
て
も
乗

り
遅
れ
な
い
よ
う
に
何
が

で
き
る
か
を
学
ん
で
い
る

と
こ
ろ
だ
」

―
―
足
元
の
課
題
は
。

「
人
材
の
確
保
と
育
成

が
第
一
。
過
去
に
需
要
が

落
ち
込
み
、
人
員
を
整
理

せ
ざ
る
を
得
な
い
時
が
あ

っ
た
。
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
は
従
業
員
の
高
齢
化
も

重
な
っ
た
た
め
、
10
％
程

度
調
整
し
た
。
需
要
が
回

復
し
て
き
た
こ
と
で
人
手

不
足
の
状
況
に
な
り
、
現

在
は
採
用
活
動
に
力
を
入

れ
て
い
る
。
幸
い
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
問
い
合

わ
せ
は
増
え
て
お
り
、
4

月
か
ら
11
人
の
新
入
社
員

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
、
外
国
人
の
技

能
実
習
生
を
昨
年
か
ら
受

け
入
れ
て
い
る
。
第
1
段

階
と
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
か

ら
8
人
、
今
年
は
第
2
段

階
と
し
て
13
人
の
受
け
入

れ
を
す
る
。
ま
た
、
第
3

段
階
も
計
画
中
だ
」

―
―
設
備
投
資
の
計
画

な
ど
に
つ
い
て
。

「
20
年
5
月
に
80
㌧
の

メ
イ
ン
ク
レ
ー
ン
を
1
2

0
㌧
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
さ

せ
た
ほ
か
、
ひ
ず
み
矯
正

ラ
イ
ン
を
整
備
す
る
な
ど

作
業
効
率
向
上
を
図
っ

た
。
今
後
も
工
場
内
レ
イ

ア
ウ
ト
な
ど
有
効
活
用
を

目
指
し
、
生
産
性
を
高
め

た
い
。
ま
た
、
室
蘭
製
作

所
と
の
連
携
を
強
化
す
る

こ
と
で
函
館
造
船
所
の
機

能
を
活
性
化
し
た
い
と
考

え
て
い
る
」

―
―
24
年
度
に
向
け
て

の
展
望
を
。

「
造
船
業
は
仕
事
の
ス
パ

ン
が
長
く
、
3
年
先
ま
で
の

受
注
が
確
保
で
き
て
い
る
状

況
。
新
造
船
事
業
は
、
人
員

確
保
や
設
備
投
資
な
ど
に
よ

り
主
力
で
あ
る
ハ
ン
デ
ィ
ー

バ
ル
ク
（
載
貨
重
量
4
万
㌧

型
ば
ら
積
み
貨
物
船
）
の
造

船
数
を
、
現
状
の
年
間
4
隻

か
ら
5
隻
へ
引
き
上
げ
る
こ

と
を
目
指
す
。
修
繕
船
事
業

は
引
き
続
き
自
衛
艦
や
保
安

庁
船
の
受
注
整
備
を
は
じ

め
、貨
物
船
、フ
ェ
リ
ー
な
ど

効
率
よ
く
取
り
こ
ぼ
し
の
な

い
よ
う
に
取
り
組
み
た
い
」

―
―
新
中
期
計
画
の
1
年

目
に
入
っ
た
。

「
3
つ
の
『
し
ん
か
』
を

テ
ー
マ
に
す
る
。
一
つ
目
は

深
く
掘
り
下
げ
る
『
深
化
』。

二
つ
目
は
事
業
を
前
進
さ
せ

る
『
進
化
』。三
つ
目
は
『
真

価
』
を
高
め
る
こ
と
を
意
識

す
る
。
新
造
船
、
修
繕
船
、

鉄
構
機
械
、
そ
し
て
管
理
部

門
と
各
事
業
で
函
館
ど
つ
く

と
い
う
企
業
の
価
値
を
高
め

て
い
く
」
（
熊
谷

康
宏
）

函館どつく、新造船数引き上げへ函館どつく、新造船数引き上げへ

室
蘭
連
携
で
函
館
活
性
化

日本製鉄の「トランティクシー」

24.4.8付 日刊産業新聞記事より抜粋


